平成15年度　第２回　デジタル３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (小計20点)
(1)　図－1に示すように、最大目盛が20ミリアンペアの電流計Aに30キロオームの抵抗を直列に接続して電圧計を作った。この電圧計は、最大（　ア　）ボルトまで測定できる。ただし、電流計の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　6,000　　②　3,000　　③　1,500

　④　600　　　⑤　300　　 ⑥　150
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(2)　図－2に示す回路において、端子ａ－ｂ間に合成インピーダンスは、は、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　6　　②　9　　③　13　　④　17　　⑤　20　　⑥　28
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(3)　図－3に示す回路において電圧Vを加えると、電流IR、IC、IL、が流れる。このときICの値がILの値より大きいと、合成電流Iの位相は電圧Vに対して（　ウ　）。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　同相となる　　②　遅れる　　③　進　む
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(4)　正弦波でない交流は、ひずみ波交流といわれ、周波数の異なる幾つかの正弦波交流に分解して表すことができる。これらの正弦波交流のうち、周波数が最も低いもの以外は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　基本波　　②　高調波　　③　反射波　　④　高次波　　⑤　固有波


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　半導体は不純物を加えることにより、整流効果、（　ア　）効果、熱電効果の現象を得ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　静　電　　②　電　磁　　③　反　射　　④　光　電


(2)　図に示すトランジスタ増幅回路は、エミッタ接地形回路と比較すると、電圧利得が（　イ　）。

(4点)
	　①　大きい　　②　小さい　　③　等しい
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(3)　ツェナーダイオードは、逆方向電圧（　ウ　）特性を持つ半導体である。　　　　　　　 (4点)
	　①　負帰還　　②　定電圧　　③　減　衰　　④　周波数


(4)　トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により3種類の接地方式がある。これらの接地方式のうち、入出力電流がほぼ等しくなる回路は、（　エ　）接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　ベース　　②　エミッタ　　③　コレクタ


(5)　可変容量ダイオードは、（　オ　）電圧の大きさにより、静電容量が変化する。　　　 (4点)
	　①　高周波　　②　低周波　　③　逆方向に加える　　④　順方向に加える


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　 次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	　①　A　　②　A・B　　③　
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(2)　 図－1の論理回路において、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係が表－1の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルW、X、Y、Zは、それぞれ（　イ　）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)　　　　　　　　　　

	　①　0,1,1,0　　②　0,1,0,1　　③　0,0,1,0

　④　1,0,1,0　　⑤　0,0,0,1
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(3)　図－2の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－3に示すベン図において、A、B及びCは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）で表すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図－1において、入力電圧VIが0.4ミリボルト、増幅器AMP1、AMP2及びAMP3の利得がそれぞれ10デシベル、10デシベル及び20デシベルのとき、出力電圧VOは、（　ア　）ミリボルトである。入出力各部のインピーダンスはすべて同一値で整合しているものとする。　　　　　(5点)
	　①　20　　②　40　　③　80　　④　250
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(2)　図－2に示すように、信号の伝送方向が同一の隣接した二つのアナログ電気通信回線間では、一方の電気通信回線の信号が他方の電気通信回線に妨害を与える（　イ　）がある。ただし、電気通信回線1及び電気通信回線2は、それぞれインピーダンスZ1及びZ2で整合しているものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　反　響　　②　鳴　音　　③　熱雑音　　④　遠端漏話
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(3)　メタリックケーブルの接続について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　(5点)
A　インピーダンスの異なるメタリックケーブルを接続して音声周波数帯域などの信号を伝送するとき、その接続点における電圧、電流には反射現象が生ずる。

B　メタリックケーブルを用いて信号を伝送するとき、線路のインピーダンスに対する送端インピーダンスの比が2のとき、最も効率よく信号が伝送される。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　0.1ミリワットの電力を絶対レベルで表すと、（　エ　）〔dBm〕である。　　　　　　　　(5点)
	　①　0.1　　②　0　　③　－1　　④　－10


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　AM変調は、通常、伝送する信号の（　ア　）により搬送波の振幅を変化させるものである。

(5点)
	　①　位　相　　②　振　幅　　③　周波数　　④　周　期


(2)　原信号をサンプリングして得たパルスの振幅を2進符号化して表したものは、（　イ　）信号である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　PAM　　②　PPM　　③　PCM　　④　PWM


(3)　ベースバンド伝送方式において、パルスの最短エレメント時間長が5.2マイクロ秒であるデジタル信号のデータ信号速度は、約（　ウ　）キロビット／秒である。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　52　　②　64　　③　192


(4)　光パルスは光ファイバ内を伝搬する間にその波形に時間的な広がりを生ずる。この現象は分散といわれ、発生要因別に、（　エ　）分散、材料分散及びモード分散の三つに大別される。　　(5点)
	　①　速　度　　②　トラヒック　　③　構　造


解答

第1問（ア）④　（イ）③　（ウ）③　（エ）②

第2問（ア）④　（イ）②　（ウ）②　（エ）①　（オ）③

第3問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）③　（エ）③

第4問（ア）②　（イ）④　（ウ）①　（エ）④

第5問（ア）②　（イ）③　（ウ）③　（エ）③

_1131626575.bin

_1131628608.bin

_1131629349.bin

_1133806851.bin

_1133808448.bin

_1131628896.bin

_1131628311.bin

_1131628385.bin

_1131628002.bin

_1131618864.unknown

_1131618924.unknown

_1131626240.bin

_1131618978.unknown

_1131618890.unknown

_1116315893.unknown

_1116315931.unknown

_1116315858.unknown

_1116315872.unknown

_1116315832.unknown

